
■原発と空き家■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 158号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：原発と空き家 

 

原発と空き家がよく似ていることに気が付いた。共通点は、終わり方が判らないこと。原発の終わり方とは、放

射性廃棄物の処理や原子炉の解体技術のこと。老朽化で運転を終える原子力発電所の廃炉処置の困難さに加えて、

二酸化炭素排出削減策として、既存の原子力発電所の延命方針が打ち出されたが、わずか 1 ヵ月後の 2011 年 3

月 11 日に東日本大震災による福島第一原子力発電所事故が発生し、放射能汚染を東北・関東地方に及ぼしてい

るのはご承知の通りだ。当然のことながら原子力発電所の増設計画や、停止した原子力発電所の再稼働の是非な

どが焦点となり、国民の高い関心を集めてはいるが、依然として原発の再稼働や国外輸出などが止まる気配はな

い。一方、空き家の終わり方とは、建築全般の終わり方のこと。住宅やマンションを購入する人の大部分が、そ

の使用年数や解体について何の計画も持っていないことが、今問題になりつつある。 

  

空き家とは、「使えるのに使われていない建物」を指す言葉で、「使えない建物」のことではない。現在 800万戸

以上あるとされる空き家の半分以上は賃貸住宅の空き室を指していて、残りの空き家はいわゆる自宅だが、そこ

には別荘などの一時利用の住宅や売却用に空けてある住宅も含まれる一方、世間で問題になっている危険で不潔

な「廃屋」は含まれていない。つまり空き家とは、「自宅から家族がいなくなること」なので、すべての住宅はい

つかは空き家になる。もしも空き家にならない家があるとすれば、そこには永遠に家族が住み続けるはずだ。人

は必ずいつかは死ぬので、親が亡くなればその子供、そして孫が引き継いでいくことが容易に想像できる。確か

に昔の家族はそうだったかもしれないが、あなたの家族はどうだろう。 

  

実家を出て家を買う人が、将来その家を子どもに譲って実家に戻るとか、永続的な計画を立てることもあるかも

知れないが、そんな予定通りに行くとは限らない。子供が近所に就職するとは限らないし、一人娘がお嫁に行っ

てしまうかも知れない。そもそも実家の親だってその人が出ていくことを想定していたとは限らない。家族の同

居は永続せず、いつかは出ていくと考えなければならないだろう。あなたが買った家も、いつかは家族が減って

部屋が余ることになる。そして最後に残った人が、子どもに引き取られたり、施設に入ったり、亡くなったりす

れば、その家は間違いなく空き家になる。 



  

こうしてすべての家は空き家になる。誰かに賃貸すれば家賃収入を得られるが、先ほど述べた通り空き家の過半

数は賃貸の空き室だ。日本の人口は減っているので、空き室を減らすのは不可能だ。すでに住宅の相続において

も、居住せずに売却し現金にして分配する事例が増えているが、小さな家なら転売され、大きな家なら小さな家

に分譲される。今、住宅ローンで家を買うのは 20代が一番多いそうだが、彼らは家を所有したいからではなく、

家賃よりローン返済の方が楽だから買うそうだ。日本は異常な低金利なので、住宅ローンも楽になる。まとまっ

たお金があれば、銀行に預けても利息が付かないので、マンションを買って賃貸をした方がまだましだ。そんな

理由で投資用のマンションも売れている。家が増えれば、それだけ空き家も増えることになる。 

  

空き家は使える家なので、誰かが使ってくれればいいが、人が減り、家が増えればそれも難しくなってくるだろ

う。ところが家の終わり方は原発と同じにわからない。「売ればいい」と誰もが思っているだろうが、地方ではタ

ダでも貰い手が減っているし、捨てる訳にも行かない。マンションは、売るのがさらに難しい上に、建物はどん

どん傷んでいく。長期修繕計画に基づいて積み立てをしているが、それも 30 年程度の計画で、それ以降はわか

らない。解体するにも、建て替えるにも相当な費用がかかるし、居住者の合意も必要だ。本来、解体して更地に

戻すところまで計画しておかなければ、原発と同じ見切り発車の計画と言われても仕方ない。 

  

原発問題に立ち向かうには、あえて原発が生まれる以前に戻り、「終わりのない原発建設」以外の発展の選択肢を

模索する必要がある。それは「節電技術」や「再生可能エネルギー」かも知れないが、とにかく現状を否定する

ことが革新だと思う。 

空き家問題に立ち向かうには、空き家が生まれる以前に戻り、「終わりのない住宅購入」とは違う発展の道を模索

する必要がある。それは、土地ビジネス、家族コミュニティ、地域ネットワークなどの創出かも知れないが、と

にかく現状を否定することから始めたい。 

原発問題と同じ、革新を起こすために。 

 

http://nanoni.co.jp/20180513-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：SHO-KEI-KAN展Ⅴ 延期します  

 

5月 14日から予定していた SHO-KEI-KAN展Ⅴは、来月以降に延期することにいたしました。 

先月顔面負傷してしまったため、準備作業がストップしてしまったことが原因ですが、当日の加子母村訪問自体

が展示のための取材を兼ねていたこともあり、何とも悔しい思いです。 

いずれにせよ、心機一転、準備に取り掛かり、来月の第 3週を目標に頑張ります。 

日程が決まり次第、またご連絡いたしますので、よろしくお願いします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 



   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）5/14 ○終日笑恵館で面談可 

（火）5/15 ○午後から鎌倉方面で面談可（鎌倉） 

（水）5/16 ○14時まで笑恵館で面談可 

   15-16時 ●三宿 R420商店会 年次総会（IID） 

（木）5/17 ○午後から笑恵館で面談可 

   12-18時 ★なるほどデイ 

   18-20時 ★持ち寄り食事会 

（金）5/18 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）5/19 ○終日笑恵館で面談可 

   12-18時 ★地主の学校を語る会 

（日）5/20 ○休業日（青葉台） 

 

■その後のイベント 

5/20 ★地主の学校を語る会 

5/24 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

5/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

6/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


